
 

 

 

 

 

「1年生校外学習を終えて」           文責：教頭 武田 真司 

5月 22日（金）に実施された、1年生校外学習に同行しました。1年生の様子を見て

感じたことを、校外学習の目的を振り返りながら紹介します。 

 

目的①「目的に向かって話し合い、協力し、励まし合う班と学年集団づくり」 

 どの班もまとまって行動できていたと思います。歩き疲れた生徒に「大丈

夫？」「もうちょっとやから頑張ろう！」と声掛けをしてくれる生徒もたくさ

んいました。昼食の時間では、班ごとにブルーシートを敷いておいしそうにお弁当を食べ

ている様子が印象的でした。班、クラス、学年全体の仲の良い姿を見ることができて、う

れしく感じました。 

目的②「フィールドワークを通して、自主的に判断し、行動できる能力を身につける」 

 ほとんどの班が、計画通りに施設を回り、時間を守ることができました。中には道に迷

って見学時間が短くなってしまったり、到着時間が遅れてしまったりした班もあったよう

ですが、「挽回するために、臨機応変に計画を変更して最後は全員で目的地にたどりつけ

た」という意味では「自主的に判断し行動できた」と思います。 

目的③「歴史や文化の学習をする」 

 担任の先生にお願いして、みなさんのしおりの感想を見させていただきました。「日本の

長い歴史と技術を感じることができた」「二月堂は圧巻の景色でした」「東大寺の大仏の迫

力がすごかった」「興福寺は予想以上にきれいだった」など歴史や文化に対する感動した記

述がたくさんあったので、十分に学習ができたようですね。 

目的④「自然に親しみ、知ることで自然を大切にする心を育てる」 

 地図を頼りに、鹿にびっくりしながら自然の中を歩いていく様子を見守っていました。

奈良公園の豊かな自然を十分に楽しんでいたようです。 

 

 良かったことも、課題（行きの電車内の過ごし方で注意を受けたこと等）も、たくさん

あったと思います。個人で、班で、クラスでしっかりと振り返って学校生活や私生活に生

かしてほしいと思います。みなさんが作成中の「校外学習新聞」の完成を楽しみにしてい 

ます。 

 

 

 

 

 

 

自主・創造    第８号  令和８年５月２８日(木） 

       柏原市立国分中学校 校長室だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近の傾向としては、6月に梅雨前線が活発になり、線状降水帯が発生し、同じ場所に

集中的に大雨が降り続く傾向が見られます。また、積乱雲が急速に発達し、ゲリラ豪雨に

見舞われるケースも多く発生しています。特に、午後から夕方にかけては発生する確率が

上がります。学校にいる場合であれば、先生の指示に従うようにしてください。 

☛警報・注意報の情報名に「レベル」が付きます。（旧）大雨警報→（新）レベル３大雨警報 

☛レベル４の情報は「危険警報に」（旧）土砂災害警戒情報→（新）レベル４土砂災害危険警報 

☛河川ごとに氾濫危険度が発表されるようになります。 

※これまでは柏原市全域に対し大雨（洪水）警報などが発表されていましたが、今後は市内

の「大和川（下流）」及び「石川」に対して、個別に発表されるようになります。 

学校が休校になるのは大雨レベル３～、土砂災害警報レベル３～、河川氾濫が石川、大和川

（下流）にレベル３～、暴風、大雪の警報時です。なお、国分中学校は避難所に指定されてい

ます。開設されるか否かは、柏原市が判断します。 

南河学園附属国分保育園の園児たちが運動会に向けて猛練習中です。 

本校、第2グランドを園児たちの運動会の練習に開放しています。園児たちは、広いグ

ランドを使って、先生の指示に従い一生懸命リレーの練習を行っています。運動会は10

月に開催されるようです。秋には、きっとたくましく、元気に走っている姿を見ることが

できるでしょう。 


